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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期
第１四半期
累計(会計)期間

第29期

会計期間

自平成20年
８月１日
至平成20年

10月31日

自平成19年
８月１日
至平成20年
７月31日

売上高（千円） 1,216,100 5,271,795

経常利益（千円） 160,079 872,150

四半期（当期）純利益（千円） 148,465 494,040

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ －

資本金（千円） 1,213,787 1,213,787

発行済株式総数（株） 5,869,068 5,869,068

純資産額（千円） 5,826,076 5,774,436

総資産額（千円） 7,946,986 7,967,644

１株当たり純資産額（円） 993.37 984.52

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
25.31 84.22

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

１株当たり配当額（円） － 15.0

自己資本比率（％） 73.3 72.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
432,126 439,714

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△535,596 △234,209

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△89,895 △111,367

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,231,849 1,453,215

従業員数（人） 142 142

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。 

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

　　　　　　ないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

　

　

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

　

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成20年10月31日現在

従業員数（人）  142 [3]　

　（注）従業員数は、嘱託9名を含み、平均臨時雇用者数は、[　]外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期会計期間の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当第１四半期会計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

ＣＶＤ装置（千円） 265,713

エッチング装置（千円） 675,472

洗浄装置（千円） 203,733

その他装置（千円） 　－

その他（千円） 143,632

合計（千円） 1,288,551

　（注）１．金額は販売金額によっております。

２．上記の金額に、消費税等は含まれておりません。

(2）受注実績

　当第１四半期会計期間の受注実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別

当第１四半期会計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

受注高（千円） 受注残高（千円）

ＣＶＤ装置 182,950 290,850

エッチング装置 755,552 1,260,479

洗浄装置 61,733 57,720

その他装置 － 　－

その他 152,861 80,316

合計 1,153,097 1,689,365

　（注）１．金額は販売金額によっております。

２．上記の金額に、消費税等は含まれておりません。
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(3）販売実績

　当第１四半期会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当第１四半期会計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

ＣＶＤ装置（千円） 213,000

エッチング装置（千円） 650,584

洗浄装置（千円） 216,674

その他装置（千円） －

その他（千円） 135,841

合計（千円） 1,216,100

　（注）１．上記の金額に、消費税等は含まれておりません。

２．当第１四半期会計期間の輸出販売高及び輸出割合は、次のとおりであります。

当第１四半期会計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

輸出販売高（千円） 輸出割合（％）

668,614 55.0

３．主な輸出先及び輸出販売高に対する割合は、次のとおりであります。

輸出先

当第１四半期会計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

金額（千円） 割合（％）

アジア 615,702 92.1

北米 52,911 7.9

欧州 － －

合計 668,614 100.0

４．当第１四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとお

りであります。

相手先

当第１四半期会計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

金額（千円） 割合（％）

Huga Optotech Inc.　

(台湾)
179,695 14.8
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

　

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　(1) 業績の状況

　　　　　当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライム住宅ローン問題に端を発する欧米金融機関　　の

経営破綻による世界経済の減速を背景として円高傾向も加わり国内景気の減速が鮮明なものとなり、先行き不透

明な中で推移いたしました。

　　　　　当社を取り巻く半導体等電子部品業界におきましても、設備投資計画の見直しが行われ、新規受注の環境も厳しさを

増す傾向が強まりました。このような経済環境の中、当社では、前期末の豊富な受注残高を受けスタートし、一部

の出荷が第２四半期へとずれ込んだものの、前期に引続きアジア市場、特に台湾市場のオプトエレクトロニクス

分野向けの輸出が好調で、輸出販売高は668,614千円となりました。輸出割合も55.0％となりました。国内売上高は

547,486千円となりました。品目別売上高では、エッチング装置の売上高が海外向け販売の好調で650,584千円とな

り、ＣＶＤ装置の売上高は213,000千円となりました。用途別売上高では、オプトエレクトロニクス分野向けが

791,436千円となり、電子部品分野向けは115,560千円となりました。

　　　  　以上の結果、当第１四半期会計期間における業績は、売上高が1,216,100千円となりましたが、急激な円高の　ため外

貨預金等で為替評価損が35,692千円発生し、経常利益は160,079千円に止まりました。売上高経常利益率は13.2％と

なりました。

　　　　　当第１四半期純利益は、当社が商標権等の侵害差止め並びに損害賠償請求訴訟を提起しておりました株式会社

ＳＵＭＣＯよりの和解金１億円の受領により148,465千円となりました。

　　　なお、主な品目別の売上高は、次のとおりであります。

　　（ＣＶＤ装置）

　　　オプトエレクトロニクス分野でＬＥＤ(Light Emitting Diode=発光ダイオード)用途向けの保護膜、電子部品

　　分野で三次元ＬＳＩ用の絶縁膜形成用途に大型ＣＶＤ装置の受注が獲得できましたが、売上高は213,000千円

　　となりました。

　　（エッチング装置）

　　　生産用途向けに需要が拡大、海外向けではオプトエレクトロニクス分野でＬＥＤ用途向けの販売が大幅に伸

　　び、ＬＤ (Laser Diode＝半導体レーザー)や電子部品向けで携帯電話用ＳＡＷ(Surface Acoustic Wave＝弾性表

　　面波)フィルター用途の受注も加わりました。その結果、売上高は650,584千円となりました。

　　（洗浄装置）

　　　ＣＶＤ装置及びエッチング装置と同様にＬＥＤ製造工程でのクリーニング用途等で需要が拡大し、売上高は

　　216,674千円となりました。

　　（その他装置）

　　　当期の売上高はありません。

　　（その他）

　　　既存装置のメンテナンスや改造及び部品販売が比較的安定的に推移し、売上高は135,841千円となりました。

　

 (2) 財政状態の分析

 　　(流動資産)

      当第１四半期会計期間末における流動資産は、4,671百万円で前期末に比べ22百万円減少いたしました。現金

　　及び預金が277百万円増加した一方、売掛債権で受取手形が269百万円、売掛金が65百万円それぞれ減少いたしま

    した。

     (固定資産)

      当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は、3,275百万円で前期末に比べ1百万円増加しました。

    主な増加要因は、関係会社株式の20百万円で、減少要因は、投資有価証券の13百万円、建物と機械及び装置の減

　　価償却であります。

     (流動負債)

　    当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は、1,678百万円で前期末に比べ77百万円減少しました。未

　　払法人税等が177百万円減少となった一方、買掛金が116百万円増加いたしました。 

　

　      (固定負債)

　       当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は、442百万円で前期末に比べ5百万円増加しました。退職
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　　   給付引当金が6百万円、リース債務が3百万円増加、役員退職慰労引当金が4百万円減少したのが主な要因であり

　　   ます。  

        (純資産)

         当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、5,826百万円で前期末に比べ51百万円増加しました。これ

       は、利益剰余金が60百万円増加したことなどによります。自己資本比率は73.3％と前期末比0.8％改善いたしま

       した。

　

 (3) キャッシュ・フローの状況 

　 　　　当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、税引前四半期純利益が247,319千円

となり、売掛債権の減少335,617千円、仕入債務の増加116,256千円がプラスに寄与した一方、定期預金の純増加

503,623千円(預入による支出1,440,395千円、払出による収入936,772千円)、法人税等の支払額271,946千円などによ

り、資金残高は前期末に比べ221,366千円減少し、当第１四半期会計期間末には1,231,849千円となりました。また、当

第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

　     （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　     営業活動の結果得られた資金は432,126千円となりました。これは主に税引前四半期純利益が247,319千円と増加し

売掛債権の減少が335,617千円、仕入債務の増加が116,256千円であった一方、法人税等の支払額が271,946千円で

あったことによるものです。

　     （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　     投資活動の結果使用した資金は535,596千円となりました。その主な内容は定期預金の預入による支出1,440,395千

円に対して、定期預金の払出による収入が936,772千円であったことによるものです。 

　     （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　     財務活動の結果使用した資金は89,895千円となりました。これは主に配当金の支払87,978千円によるものです。

 

  (4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

      当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

  (5) 研究開発活動

      当第１四半期会計期間における研究開発活動の金額は、42,202千円であります。

　　　なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動に重要な変更はありません。

　(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　　当社の経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、前事業年度における有価証券報告書「第２　事

　　業の状況　４．事業等のリスク」に記載の事項から重要な変更はありません。また、経営戦略の現状と見通し

　　につきましても、現在のところ重要な変更事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末　
現在発行数（株）
（平成20年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年12月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,869,068 　5,869,068 ジャスダック証券取引所  －

計 5,869,068 　5,869,068 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　  該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
   （株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額（千
円）

資本準備金
残高（千
円）

 平成20年８月１日～ 　

 平成20年10月31日
－ 5,869,068 － 1,213,787 － 1,629,587

　

　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載することができないことから、直前の基準日 (平成20年７月31日) に基づく株主名簿による記載をしてお

　　ります。

①【発行済株式】　

　 平成20年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 －                   － 　　　　　　　　　 －

議決権制限株式（自己株式等） －                   － 　                 －

議決権制限株式（その他） － － 　                 －

完全議決権株式（自己株式等）
   （自己保有株式)  

 普通株式       3,800 
                  － 　                 －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 5,836,200　　 58,362                  　－

単元未満株式 普通株式   　 29,068　                   －                  　－

発行済株式総数 5,869,068                   －                   －

総株主の議決権                   － 58,362                   －

　

  ②【自己株式等】

　 平成20年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 サムコ 株式会社
 京都市伏見区竹田

 藁屋町36番地　
3,800 － 3,800 0.06

計 － 3,800 － 3,800 0.06

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
８月

９月 10月

最高（円） 1,294 1,149 1,000

最低（円） 1,105 881 822

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成20年８月１日から平成20

年10月31日まで）に係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則 (平成19年内閣府令第64号) 第５条第２項により、当社の

子会社は設立後まもなく、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏し

いものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年10月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,926,134 2,649,102

受取手形 118,552 388,435

売掛金 918,836 984,594

原材料 55,160 55,096

仕掛品 594,376 564,779

前払費用 7,325 2,848

繰延税金資産 40,828 40,828

未収消費税等 6,474 4,935

その他 3,857 3,596

貸倒引当金 △103 △127

流動資産合計 4,671,443 4,694,090

固定資産

有形固定資産

建物 844,235 842,235

減価償却累計額 △383,101 △374,243

建物（純額） 461,133 467,991

構築物 23,328 23,328

減価償却累計額 △16,640 △16,318

構築物（純額） 6,687 7,010

機械及び装置 352,031 349,531

減価償却累計額 △287,168 △276,761

機械及び装置（純額） 64,862 72,769

車両運搬具 39,794 39,794

減価償却累計額 △27,803 △26,518

車両運搬具（純額） 11,991 13,276

工具、器具及び備品 142,737 141,017

減価償却累計額 △123,701 △121,950

工具、器具及び備品（純額） 19,036 19,067

土地 2,343,424 2,343,424

リース資産 3,441 －

減価償却累計額 △143 －

リース資産（純額） 3,298 －

有形固定資産合計 2,910,435 2,923,539
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年10月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年７月31日)

無形固定資産

特許権 6,417 6,938

電話加入権 2,962 2,962

ソフトウエア 1,649 1,759

水道施設利用権 4,012 4,082

無形固定資産合計 15,042 15,742

投資その他の資産

投資有価証券 23,102 36,635

関係会社株式 20,080 －

出資金 5,000 5,000

従業員に対する長期貸付金 390 435

繰延税金資産 207,360 201,505

差入保証金 58,812 57,182

保険積立金 29,318 29,313

その他 6,000 4,200

投資その他の資産合計 350,064 334,271

固定資産合計 3,275,542 3,273,554

資産合計 7,946,986 7,967,644
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年10月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 659,381 543,124

短期借入金 650,000 650,000

1年内返済予定の長期借入金 3,000 4,500

未払金 58,966 56,044

未払法人税等 106,823 284,000

未払費用 30,140 28,826

前受金 55,870 89,799

預り金 33,516 24,033

賞与引当金 48,105 20,100

役員賞与引当金 2,400 25,000

製品保証引当金 25,200 24,300

設備関係未払金 5,470 6,845

流動負債合計 1,678,874 1,756,575

固定負債

退職給付引当金 163,410 157,410

役員退職慰労引当金 275,161 279,222

その他 3,463 －

固定負債合計 442,035 436,633

負債合計 2,120,909 2,193,208

純資産の部

株主資本

資本金 1,213,787 1,213,787

資本剰余金 1,629,587 1,629,587

利益剰余金 2,987,264 2,926,777

自己株式 △5,935 △5,661

株主資本合計 5,824,703 5,764,490

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,372 9,945

評価・換算差額等合計 1,372 9,945

純資産合計 5,826,076 5,774,436

負債純資産合計 7,946,986 7,967,644
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成20年８月１日
　至　平成20年10月31日)

売上高 1,216,100

売上原価 630,126

売上総利益 585,974

販売費及び一般管理費 ※1
 390,369

営業利益 195,604

営業外収益

受取利息 2,296

雑収入 146

営業外収益合計 2,443

営業外費用

支払利息 2,251

為替差損 35,692

雑損失 25

営業外費用合計 37,968

経常利益 160,079

特別利益

受取和解金 87,240

特別利益合計 87,240

税引前四半期純利益 247,319

法人税等 98,853

四半期純利益 148,465
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成20年８月１日
　至　平成20年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 247,319

減価償却費 22,766

受取利息及び受取配当金 △2,296

支払利息 2,251

為替差損益（△は益） 31,425

受取和解金 △87,240

賞与引当金の増減額（△は減少） 28,005

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22,600

製品保証引当金の増減額（△は減少） 900

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,000

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,060

売上債権の増減額（△は増加） 335,617

たな卸資産の増減額（△は増加） △29,661

仕入債務の増減額（△は減少） 116,256

未払費用の増減額（△は減少） 1,170

前受金の増減額（△は減少） △33,928

預り金の増減額（△は減少） 9,482

その他 △4,962

小計 616,444

利息及び配当金の受取額 2,296

利息の支払額 △1,909

和解金の受取額 87,240

法人税等の支払額 △271,946

営業活動によるキャッシュ・フロー 432,126

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,440,395

定期預金の払戻による収入 936,772

有形固定資産の取得による支出 △7,595

投資有価証券の取得による支出 △896

関係会社株式の取得による支出 △20,080

その他 △3,400

投資活動によるキャッシュ・フロー △535,596

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △1,500

自己株式の取得による支出 △274

配当金の支払額 △87,978

その他 △143

財務活動によるキャッシュ・フロー △89,895

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △221,366

現金及び現金同等物の期首残高 1,453,215

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,231,849
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

 会計処理基準に関する事項

の 変更

(1) たな卸資産の評価基準及び評価方法の

変更

 「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企

業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業

会計基準第９号) を当第１四半期会計期間

から適用し、評価基準については、原価法か

ら原価法 (収益性の低下による簿価切下げ

の方法) に変更しております。

  この変更に伴う損益に与える影響はあり

ません。

(2) リース取引に関する会計基準の適用　

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る会計処

理によっておりましたが、「リース取引に

関する会計基準」(企業会計基準第13号

 (平成５年６月17日(企業会計審議会第一

部会)、平成19年３月30日改正))及び「リー

ス取引に関する会計基準の適用指針」(企

業会計基準適用指針第16号 (平成６年１月

18日(日本公認会計士協会　会計制度委員会

)、平成19年３月30日改正))が平成20年４月

１日以後開始する会計年度に係る四半期財

務諸表から適用することができることに

なったことに伴い、当第１四半期会計期間

からこれらの会計基準等を適用し、通常の

売買取引に係る会計処理によっておりま

す。また、所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引に係るリース資産の減価償却の方法

については、リース期間を耐用年数とし、残

存価額を零とする定額法を採用しておりま

す。

  この変更に伴う損益に与える影響は軽微

であります。

　なお、リース取引開始日がリース会計基準

適用初年度開始前の所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引については、前事業年度

に引き続き、通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理を適用しております。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第１四半期会計期間末のたな卸高の算

出に関しては、実地たな卸を省略し、前事業

年度末の実地たな卸高を基礎として合理的

な方法により算定する方法によっておりま

す。

　また、たな卸資産の簿価切下げに関して

は、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを

行う方法によっております。

２．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

ては、前事業年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化が

ないと認められるので、前事業年度におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっておりま

す。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期会計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期会計期

間を含む事業年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、「法人税等」に

含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成20年10月31日）

───────

 

（四半期損益計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

※１．販売費及び一般管理費

      販売費に属する費用のおおよその割合は29％であ　

　　　り 、一般管理費に属する費用のおおよその割合は

　　　71％であります。

　　　主要な費目及び金額は次のとおりであります。　 

　　　  旅費交通費 　　　　　　　　　　　26,496千円

        荷造運賃                         15,151 

　　　  製品保証引当金繰入額　　　　　　  7,879 

　　　  役員報酬 　　　　　　　　　　　　17,608 

　　　  給料手当 　　　　　　　　　　　 128,634 

        賞与引当金繰入額                 19,001 

        法定福利費及び福利厚生費         35,263 

        退職給付費用                      4,500 

        役員退職慰労引当金繰入額          3,048 

        賃借料                           18,830 

        研究開発費                       42,202 

        減価償却費                        5,498 

        租税公課                         10,552 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に

記載されている科目の金額との関係　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　(平成20年10月31日現在)

　 （千円）

　現金及び預金勘定 2,926,134

　預入期間が３ケ月を超える

　定期預金
△1,694,284

　現金及び現金同等物 1,231,849
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成20年10月31日）及び当第１四半期累計期間（自平成20年８月１日　至平成20年10

月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　　5,869,068株

　

　      ２．自己株式の種類及び総数

　　　　　　普通株式　　　　　　　　　　　　　4,140株

　

　　　　３．新株予約権等に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。

　

　　　　４．配当に関する事項

　　　　　 （１）配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月24日

定時株主総会
普通株式 87,978 15 平成20年７月31日 平成20年10月27日 　利益剰余金

　　　　　　（２）基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間末後となる

もの

　　　　　　　　　該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

　　　　当第１四半期会計期間末 (平成20年10月31日)

　      有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期会計期間末 (平成20年10月31日)　

　期末残高がないため、該当事項はありません。
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（持分法損益等）

　当第１四半期累計期間  (自平成20年８月１日　 至平成20年10月31日)　

　該当事項はありません。

　

　

　

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期会計期間 （自平成20年８月１日　至平成20年10月31日）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成20年10月31日）

前事業年度末
（平成20年７月31日）

１株当たり純資産額 993.37円 １株当たり純資産額 984.52円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 25.31円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期累計期間
（自　平成20年８月１日
至　平成20年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額  

四半期純利益（千円） 148,465

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 148,465

期中平均株式数（千株） 5,865

（重要な後発事象）

　      該当事項はありません。
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（リース取引関係）

　当第１四半期会計期間  (自平成20年８月１日　 至平成20年10月31日)　

　リース取引残高が前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年12月11日

サムコ株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 米林　　彰　　  印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中嶋　　歩　　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサムコ株式会社の平

成20年８月１日から平成21年７月31日までの第30期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年８月１日から平成20年10月

31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、サムコ株式会社の平成20年10月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社 (四半期

　報告書提出会社) が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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